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意見第３号 集団的自衛権行使容認の解釈改憲に反対する意見書 

 

○ 通告第１号 春山千明 議員 

（１）意見書本文中、以下の点について疑問があります。それぞれ説明を求めます。 

ア 本文中には「歴代政府」のこれまでの見解がありますが、その当時と今の日本を取り巻 

く状況は大きく変化していると考えますが、見解をお伺いします。 

イ 集団的自衛権の行使は戦争を起こさないための抑止力と考えます。「海外で戦争する国」 

にしようとありますが、負の可能性を広げる解釈であり、国民感情を間違った方向に導い 

ていると考えますが、いかがかお伺いします。 

ウ 内閣の判断で憲法の解釈を勝手に変えることは「立憲主義」の否定とありますが、今の 

解釈は１９７２年及び１９８１年当時の解釈です。その時の状況で解釈をしたので、今回 

だけが「立憲主義」の否定にはあたらないと考えますが、いかがかお伺いします。 

（２）集団的自衛権の行使は「日本国民を守る」ということが第一の目的にもかかわらず、この 

意見書の内容は「憲法を守る」議論へとすり替えています。なぜ今、集団的自衛権を行使し 

なくてはならないのか、本質の議論をすべき時にイデオロギーありきの主張にシフトしてい 

て安全保障という大切な本題からずれてしまっていると考えますが、いかがかお伺いします。 

 

 

○ 通告第２号 石川忠義 議員 

（１）提案者が理解している「立憲主義」について説明を求める。 

（２）提案者が理解している「解釈改憲」について説明を求める。 

（３）この意見書は、「集団的自衛権行使容認」に対し閣議決定による憲法解釈の変更に反対 

するものと解されるがいかがか。考えを問う。 


